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微生物の機能を活用したものづくり
微生物が創り出す代謝産物や酵素の産業・医薬分野への応用利用

１．�生活を豊かにする微生物の機能！
　私たちの生活圏の様々な環境に微生物が住んでいま
す。土の中や作物、花木など、目に見えない小さな生物
が、私たちと同じ地球の一部として生活しています。古
来より人は、自然界に住む微生物を生活の中で活用して
きました。その始まりは、農作物を長く美味しく食べる
ための知恵として発達した発酵食品製造であると言われ
ています。また人は、その製造の仕組みを詳しく調べる
ことで、安定的な発酵食品の製造を可能にし、また微生
物が持つ多彩な能力や機能を知り、様々なものづくりへ
と応用してきました。微生物の種類は数千万種にもおよ
び、それぞれに特徴的な機能を持っていますが、未だ見
つかっていない微生物や機能が数多く存在します。

２．�微生物を知り、新しいものを発見！
　私たちはこれまで、土壌や発酵食品、農作物から、酵
母や乳酸菌、放線菌など多くの微生物を分離してきまし
た。物質循環を担う分解者として活躍する放線菌は、く

すりや食品添加物などの基となる多様な化合物の生産者
としても知られており、私たちが特に着目する微生物で
す。放線菌は、成長に重要な代謝経路の他に、化合物を
創り出すためのいわば「化合物生産工場」をその小さな
体の中に持っています。その工場ではどんな機能を持つ
分子（酵素）が働いているのかを詳細に調べることで、
その酵素や化合物の新たな活用法を見出すことができま
す。これまでに私たちは様々な有用化合物の生産工場に
ついて調査を進め、生産工場で働く新しい酵素やその反
応機構を発見してきました。

３．�バイオの力をものづくりへ！
　微生物が持つ多彩な機能を使って、これまで化学合成
されてきた物質を微生物酵素で製造する試みや、環境浄
化への利用も進められています。特に私たちは、新しい
医薬品や工業製品の製造への応用を目指しています。地
球環境を守りながら、私たちの生活をより豊かにするた
めに、更なる新規微生物、新規機能の発見を目指します。
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